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１. はじめに 

 近年、大学において PBL（ Project Based 

Learning）が普及している.PBL とは、「課題解

決型授業」であり、座学とは一線を画するもの

である[1].PBL では、与えられた課題に対して、

学生が自主的に課題解決手法を考案する.企業

においては、新入社員教育に実施される OJT

（On the Job Training）に含まれていること

がある. 

本学では、チーム単位の PBL が、授業の一環

として行われている.その中で、一般的に企画

立案の際に必要と考えられている「多数のアイ

デアの生成」が、学生の間では充分行われてい

ない.また、一度考えたアイデアを、その後有

効に利用しきれず、企画の十分な質の高度化が

出来ていない. 

本研究では、多数のアイデアを生成させ、企

画立案の際に意識すべき複数の項目を与え、与

件の整理から企画立案までの質を高める要件分

析を行った.また、複数の教員間での指導状況

の共有を行うこと、他のチームとの競争意識を

与えること、企画立案の過程を可視化すること

等を目的とし、Salesforce を導入し、PBL 支援

ツールを構築している. 

 

２. PBL による企画創造能力の取得 

 本研究では、PBL を通して大学生に企画創造

能力を取得させることを目的としている.大学

生に企画創造能力を取得させるために、PBL に

取り組ませる方法について検討した.そのため

に PBL を通して、大学生に、企画創造能力を取

得させるためのツールを作成し、その有効性に

ついて検討する. 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 企画作成手法 

企画に関して、多湖は以下のことを述べてい

る.「企画とアイデアは違う.アイデアは単発で

存在しうるが、企画はそんな単純ではない.ア

イデアは、その時点では必ずしも実現可能なこ

とではないが、企画は現実的な企業目的と密着

して、近い将来において実現可能性を示してい

なければならない.企画は方向性を持った創造

であるという点でアイデアとは異なっている.

アイデアは実現の当初において、必ずしも方向

性を必要としない.方向性のないアイデアに方

向性を与え、これを企業目的に集約させていく

ところに企画は成立するのである」[3]. 

多湖は企画とアイデアの分離について述べてい

るが、アイデアの定義 1から、多湖氏の述べる

アイデアにはアイデアとアイデア未満のものが

ある.本研究では、アイデア未満のものを思い

つきと銘打ち、思いつきをアイデアに、アイデ

アを企画に昇華させることで企画を作成する手

法を取ることとした.その際、昇華の判断基準

として、一般的に企画に必要とされるものを諸

所からリストアップし、チェック項目を作成し

た（表 1.2）.この項目を満たさせるためのツー

ルとして、企画創造シートを作成した（図 1）. 

 

表 1.アイデア作成のためのチェックポイント 

 与件に対しての理解は正しい 

 新規性が存在する 

 コンセプトが明確である 

 ターゲット（誰に、何を、いかに）が明確で

ある 

 定性的な根拠がある 

 

表 2.企画作成のためのチェックポイント 

 成功基準が明確である 

 資金に見合った計画である 

 実現可能なスケジュールが組めるか 

 実現性がある 

1既存の要素の新しい組み合わせ.解消できたら

よいと思える着眼点. 
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図 1.企画創造シート 

 

４. 実証実験 

 青山学院大学社会情報学部生の、プロジェク

ト演習入門Ⅰ2 受講者 39 グループに対して企

画創造シートを利用させ、企業への企画を作成

させた.その企画の質を、テーマの提供企業の

担当者、および教員が評価した結果を分析した. 

 

５. 実験結果と考察 

企画創造シートのチェック項目を、十全に利

用したチームと、一部しか利用しなかった学生

では、企画創造シートの利用度合いと評価の間

に、直接的な相関は存在しなかった.しかし、

高評価のチームはすべてのチェックポイントを

抑えて企画を作成していた（図 2）.企画創造シ

ートの効果としては、より質の高い企画の作成

を促す効果がある. 

 

６. PBL のためのツールの作成 

今回の実験では、複数のチームが、与えられ

た企画創造シートを利用しなかった.図 2 に示

されるように、質の高い企画を作成するために

2 PBL 科目.行政や企業から与えられたテーマに

対して、学生が考えた提案を、行政や企業の担

当者に直接プレゼンテーションする講義. 

は、意識すべきチェックポイントを、理解させ

る必要がある.そのためにも、企画創造を補助

するシステムの構築の必要性がある.そこで、

企画創造の補助と合わせて、複数の教員間での

指導状況の共有を行うこと、他のチームとの競

争意識を与えること、企画立案の過程を可視化

すること等を可能とした PBL 支援ツールの作成

している. 

 

 
図 2. 企画創造シートの利用度合いと評価の 

関連性 

 

７. 今後の展望 

作成した PBL 支援ツールを利用した場合の、

学生の企画の質の分析を行い、本実験との比較

検討を行う.また、今回作成した企画創造シー

トのチェック項目の中には、「資金に見合った

計画であるか」等、学生には認識しにくい項目

も存在した.大学生のためのツールとして、よ

り項目を洗練することも必要である. 

 

終わりに 

 本稿では、企画に必要な複数のチェックポイ

ントを踏まえたうえで、思いつきをアイデアに、

アイデアを企画に昇華させ、企画を作成する手

法の効果として、質の高い企画の作成に関して

考察を得られた.今回の実験結果を踏まえ、大

学生のための PBL 支援ツールを作成したい. 

 

参考文献 

[1] 九 州 工 学 大 学 「 PBL （ Project-Based 

Learning 課題解決型学習）教育とは」 

http://www.mns.kyutech.ac.jp/~nakao-

m/pbl/about.html（2014/12/19 アクセス） 

[2] 星野匡『企画の立て方』日本経済新聞社 

[3] 多湖輝『企画力』 光文社文庫 

[4] 高橋憲行『企画力』 実務教育出版 

[5] 小泉俊一『企画の立て方』日本経済新聞社 
                            

Copyright     2015 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-696

情報処理学会第77回全国大会


